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 (1)　アクションプランに関して
　①　自分の考えを分かりやすく表現する　（達成目標：７５％）

令和５年度　教育活動に関するアンケート結果（１学期）について

　１学期の教育活動に関する調査（児童用、保護者用）の集計結果についてお知らせいたします。今回い
ただいた評価やご意見を基に、教育活動の改善を図り、子供たちの健全育成に努めてまいります。

【集計結果】

【結果と考察】
　肯定的な回答は、児童で８１％、保護者で６９％であった。子供たちは、概ね楽しく学習に取り組んでいる
ことがうかがえる。また、保護者は、より前向きに学習してほしいと願っていることが分かる。学ぶ意欲が高
まるような授業づくりに取り組むとともに、「分かった」「できた」が味わえるよう支援を続けていきたい。

【結果と考察】
　肯定的な回答は、児童で６６％、保護者で６２％となっている。自分の考えをもち、目的や相手に応じて書
いたり、話したりする活動を充実させる。そのために、伝えたい内容や場面を工夫するなどして、学ぶ楽しさ
を味わうことができるようにする。

児　童 保護者

　５…よく当てはまる　　　４…やや当てはまる　　※肯定的な回答（５，４）
　３…どちらともいえない　２…あまり当てはまらない　１…まったく当てはまらない

児　童 保護者
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　②　自分から進んで挨拶をする　（達成目標：８５％）
児　童 保護者

【結果と考察】
　児童では７９％、保護者では５９％が肯定的な回答であった。児童の方が肯定的に捉えている。育友会で
の安全パトロール活動との連携、児童会活動での取組を通して、自分から進んで挨拶していこうとする意
識が育つようにしていきたい。

【結果と考察】
　肯定的な回答が、児童で９０％、保護者で７９％であった。委員会活動の取組や学級活動等を通して、
「早寝・早起き、朝ごはん」の大切さを考える機会を作る。また、各種便りで情報を伝えるなど、今後も家庭
と連携しながら取り組んでいきたい。

児　童 保護者

児　童 保護者

【結果と考察】
　肯定的な回答が、児童で６７％、保護者で６２％であった。家庭学習の仕方や時間の使い方について、生
活習慣と関連付けて、学校と家庭で連携して指導していくことが大切である。
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　③　友達の気持ちを考えて行動する（達成目標：９０％）

 (2)　その他の設問について
　○　学校のことを話す。

【結果と考察】
　肯定的な回答が、児童も保護者も８５％と、高い割合であった。今後も、協力している場面を捉えて、その
よさが意識できるようにするとともに、うまくいかない時には、考える場を大切にするなど、さらに子供たちの
よさを伸ばしていきたい。

【結果と考察】
　肯定的な回答が、児童７９％、保護者７６％と比較的高い割合であった。家庭でも、相手の気持ちを考え
て優しい気持ちで友達に接するよう指導していただいていることが分かる。子供たちの何気ない言動の中
にある優しい心に気付くよう教師が声を掛けたり、子供同士でよさや頑張りを認め合うことができるような場
を設けたりしていきたい。

児　童 保護者

児　童 保護者

児　童 保護者

【結果と考察】
　肯定的な回答が、児童６９％で、保護者８８％である。学校での出来事を家庭で話す機会が、なお一層増
えるよう、学習や行事等の取組の様子を伝える方法を工夫するとともに、学校での楽しい出来事を話せる
よう、今後も「楽しい」があふれる学校づくりに努めていきたい。
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　○　生活習慣

　○　運動 　○　安全管理

　○　情報公開

【結果と考察】
　肯定的な回答が、児童５５％、保護者７３％である。一方、児童の３１％は課題があると考えている。学校
においては、よりよい生活習慣の定着に向け、保健や学級活動等を通して、児童と一緒に考える場を大切
にしていきたい。

【結果と考察】
　７３％の保護者が肯定的に回答している。今後も教
育活動の様子を、さらに分かりやすく伝えていきた
い。

保護者児　童

【結果と考察】
　７５％の児童が、元気に運動していると捉えてい
る。学習発表会やマラソン大会等の行事だけでなく、
学級活動や縦割り遊び等を通して、安全に気を付け
ながら楽しく運動することの大切さを広めていきた
い。

【結果と考察】
　９２％の保護者が肯定的な回答であった。コロナ等
の感染症を始め、交通安全や安全な遊び方につい
て、機会を捉えて指導することで、子供の安全に対
する意識を高めていきたい。

保護者

児　童 保護者
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